
健康づくりの推進

子育て健康課

入澤　はるみ

町民福祉課　国保・年金係

施策の
基本方針

・町民が健康でいきいきと暮らすための生活習慣を身につけられるように情報提供や環境の整備を行い、自らが行う健康づくりを推進します。
・特定健診やがん検診の受診率の向上及び精密検査の受診率の向上に取り組み、町民の病気の早期発見及び早期治療を推進します。

・健康相談、健康教育などの保健指導により正しい健康情報の提供を行う。
・疾病の予防及び早期発見のため、予防接種や健（検）診を行う。
・健（検）診や予防接種の意義の啓発・受診勧奨及び受診しやすい環境の
整備などにより、受診率の向上を図る。
・自主的な組織の育成や活動場所の提供など、身近で手軽に健康づくりが
できる環境を整備する。

単位

％

％

生活習慣の改善意欲がある人の割合

日常的に、健康づくりに取り組んでいる町民
の割合

成果指標名

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

施
策
の
目
的
・
目
標
達
成

の
た
め
の
役
割
分
担

１．町民（事業所、地域、団体）の役割 ２．行政（町、県、国）の役割

・健康に対する意識を持ち、健全で規則的な生活習慣及び食生活を身につけ
る。
・積極的に健（検）診を受け、疾病の予防や早期発見に努める。
・家族や友人など、身近な人と健康づくりについて話し合い、行動する。

施
策
の
目
的

対象

町民

意図

健やかにいきいきと暮らす。

施
策
を
取
り
巻
く
状
況

１．施策を取り巻く状況（対象や法令等）は今後どのように変化するか？ ２．施策に対して、住民や議会からどんな意見や要望が寄せられているか？

・2013年度に策定された健康日本21（第２次）計画により、健康寿命の延伸に向
け、生活習慣病の発症予防・重症化予防に加え、健康を支え守る社会環境の整
備を引き続き行う必要がある。
・健（検）診において、個別健診の希望者が増加する傾向にある。
・2018年度から、国保広域化により、財政主体が市町村から群馬県に変更になり
（2018年度国保制度改革）保健事業については市町村が実施主体となった。
・2019年度末から新型コロナウイルス感染症が世界的に流行し、感染拡大対策
を講じつつ新しい生活様式による対応が必要となった。2021年５月から新型コロ
ナウイルスワクチンの住民接種が始まる。
・2023年3月「健康みなかみ21」が完成し、今後計画書に沿った事業展開が必要
となる。
・新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症は、2023年5月8日より感染法の分類が、2類から5類へ変
更となる。

・健（検）診の会場や日程が合わず参加できない、健（検）診の待ち時間が
長い、検査項目が少ないなどの意見がある。
・運動教室について定期的に開催してほしい。また、運動を継続して実施す
るための環境整備をしてほしい。
・新型コロナウイルス感染症について正しい情報を知りたい。
・新型コロナウイルスワクチン接種を安全に受けたい。

指
標
設
定
の
考
え
方
と

実
績
値
の
把
握
方
法

A）数値が高まれば、健やかに暮らしている町民の割合も高まっていると考えられるため成果指標とした。
町民アンケート（翌年度実施分）により把握
※あなたは日頃、意識的に健康づくりに取り組んでいますか。→「特に行っていない」と回答しなかった人の割合
B）数値が高まることにより、生活習慣病の予防および重症化を防ぐことができ、健やかにいきいきと暮らせる町民が増加すると考えられるため成果指標とし
た。
国保データベースシステムにより把握
※生活習慣の改善意欲がありますか。→「意欲がない」と回答しなかった人の割合

目
標
値
設
定
の
考
え
方

A）数値が高まれば「自分の健康は自分で守る」という意識を持って行動していると考えられるため成果指標とした。短期的には変わらないと判断し、2017年度
の数値で推移する。2022年度には成り行き値より2ポイント増加させることを目標とする。
B）数値が高まれば生活習慣病の発症および重症化の予防が図られると考え成果指標とした。健康相談や健康教室の実施により微増すると判断し、2022年
度には成行値より0.7ポイント増加させることを目標とする。

A）とB）の違い：B）は食生活習慣や運動習慣、喫煙などを改善する意欲を表し、A）はB）以外に各種健診の受診が含まれる。

E

施
策
の
成
果
指
標

区分

目標値

実績値

目標値

目標値

実績値

実績値

62.6 64.2 67.3 68.5 68.1

目標値 50.0 50.3 50.6

実績値 49.8 49.0

50.9 51.2 51.5

実績値 85.1 82.8 86.3 86.4 86.1 84.0 85.0

目標値 85.0 85.2 85.4 85.6 85.8 86.0

3

2016年度(H28) 2017年度(H29) 2018年度(H30) 2019年度(R1) 2020年度(R2) 2021年度(R3) 2022年度(R4)

月 1 日

基本
目標

Ⅰ 主管課
名称

課長

施策マネジメントシート（2022年度の振り返り、総括） 作成日 2023 年 6

誰もが安心でき安全でゆとりを感じるまち

施策 5 関係課

意図

1
健康な心と体の維
持・増進

町民
規則的な生活習慣を身につけるこ
とで、心身ともに健康になる。

2 病気の早期発見 町民
基
本
事
業

基本事業名 対象

4

病気を早期発見・治療し、重症化
を防ぐ。
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①病気の早期発見のためには、健診結果情報を広く分析して
傾向を把握し、病気発症前段階での予防対策を充実させて、
対策事業を実施していく必要がある。そのためには特定健診
受診率の向上が必要不可欠である。
②がん検診の受診率が伸び悩む傾向にあることから、多様な
受診機会を設けて受診率の向上に取り組む必要がある。

①健診結果に基づき町民の疾病発病傾向を分析し、発症懸
念材料に対する予防対策事業を展開する。また、国保保険者
努力支援制度のヘルスアップ事業として、AIによる分析に基
づいた健診未受診者に対し受診勧奨を実施する。また、国保
保険者として第３期保健事業実施計画（データヘルス計画）の
策定を行う。
②各種がん検診の受診環境の充実と受診対象者に対し検診
の重要性を促すための情報発信を強化する。具体的には、国
のがん検診の受診勧奨策等実行支援事業を受けて、事業計
画を策定する。

区分単位成果指標名

メタボリックシンドローム該当者・予
備群の割合 30.0 30.2

7.5/12.4/15.5 7.5/12.5/15.5 7.5/12.2/15.56.5/12.6/15.6 7.5/12.5/15.6

34.0

30.4 30.6 30.8

2022年度2021年度2020年度2019年度2018年度2017年度2016年度

29.4 27.9 29.5

46.0

目標値 7.5/12.3/15.5

目標値

実績値

31.0

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

がん検診受診率（胃がん/大腸が
ん/肺がん）

特定健康診査受診率

目標値

実績値

1

2
47.0 48.0

10.7/13.4/13.8 10.5/13.6/13.4 9.1/11.5/11.7 8.4/12.9/12.9
病気の早期発見

32.6
％

Ｂ

Ａ
30.8

実績値

名称 子育て健康課

課長 入澤　はるみ

6.4/12.6/15.6

27.7

目標値

実績値

目標値

実績値

44.5

目標値

実績値 45.0 48.6 45.5 46.8

施策 5 健康づくりの推進 主管課

目標値を多少上回った。

ほぼ目標値どおりの成果であった。

3

基
本
事
業
の
成
果
指
標

今後の課題 今後の取り組み（案）

％

％
46.844.5

基本事業名

健康な心と体の維持・増進

9.2/13.2/12.18.4/13.4/14.5

49.0 50.045.0

今
後
の
課
題
と
取
り
組
み

（
案

）

目標値を多少下回った。

目標値を大きく下回った。

②
他
団
体
と
の
比
較

かなり高い水準である。
①令和４年度（速報値）における、「生活習慣の改善意欲がある人」の割合は、国72.0％、群馬県
70.3％、国保の同規模保険者69.5％に比べ、みなかみ町68.1％と低く推移している。
また、「取組済み（６か月未満）」の割合は、国8.9％、群馬県7.6％、国保の同規模保険者8.6％
に比べ、みなかみ町は9.2％と若干高く推移しているが、「改善意欲あり」の割合は、国28.3％、
群馬県24.7％、国保の同規模保険者27.4％に比べ、みなかみ町は25.5％と決して高いとは言えない
状況で推移している。

どちらかといえば高い水準である。

ほぼ同水準である。

どちらかといえば低い水準である。

かなり低い水準である。

基本事業名

施
策
の
成
果
水
準
の
分
析
と
背
景
・
要
因
の
考
察

実績比較 背景・要因

①
時
系
列
比
較

かなり向上した。
①日常的に健康づくりに取り組んでいる町民の割合は、最も高かった令和元年度86.4％以降、令和
２年度86.1％、令和３年度84.0％と若干の減少傾向であったが、令和４年度85.0％と1.0ポイント
回復した。また、「特に取り組んでいない」と回答した人について、年齢別にみると、20～29歳で
令和３年度20.0％が令和４年度10.3％と9.7ポイント減少した。また、50～59歳について、令和３
年度18.2％が令和４年度16.1％と2.1ポイント減少した。しかしながら、30～39歳が令和３年度
11.4％から令和４年度16.1％と4.7ポイント増加、60～69歳が令和３年度16.5％から令和４年度
17.1％と0.6ポイント増加傾向にある。地区別を比較すると月夜野地区と水上地区については、前
年度対比で「特に取り組んでいない」という町民の割合は若干減少したが、新治地区については逆
に微増となった。
②生活習慣の改善意欲がある人の割合は令和元年度64.2％、令和２年度67.3％、令和３年度
68.5％、令和４年度68.1％（速報値）であり、0.4ポイント減少したが、ほぼ横ばいであった。

どちらかといえば向上した。

ほとんど変わらない。（横ばい状態）

どちらかといえば低下した。

かなり低下した。

③
目
標
の
達
成
状
況

目標値を大きく上回った。
①健康づくりに取り組んでいる町民の割合は、目標値86.0％に対して実績値85.0％と1.0ポイント
下回った。
②生活習慣の改善意欲がある人の割合は、目標値51.5％に対して実績値68.1％と16.6ポイント上
回った。

健康な心と体の維持・増進

①令和４年度に策定された「みなかみ町健康増進計画」及び
「第３次みなかみ町食育推進計画」を一体的に推進する計画
「健康みなかみ２１」に則した事業展開を実施する必要があ
る。
②新型コロナウイルス感染症対策として、乳幼児からワクチン
接種が可能となったが、年代ごとにワクチン接種の接種条件
が繁雑であるため、町民に正確な情報発信を行う必要があ
る。
③特定健診におけるメタボリックシンドローム該当者及び予備
軍判定者の増加傾向を抑える必要がある。
④小児生活習慣病予防事業の結果から、成人期以前にも生
活習慣病が見られるため、若年期における生活習慣病予防
対策が必要である。

①「健康みなかみ２１」の計画に則した事業を企画・実行し、進
捗状況評価を行い展開する。
②群馬県及び管内市町村、病院関係者等との情報連携を密
に行い、正確な情報を速やかに広報やホームページを活用し
て町民に知らせる。
③メタボリックシンドローム該当者や予備軍判定者の方に対す
る受診勧奨（通知・電話・訪問等）の強化及び生活習慣の改
善意欲等を促すために、MINAKAMI　HEART　Payや
G_WALKなどインセンティブを活用した取り組みを企画・実行
する。
④各年代に応じた食育事業を実施し、より多くの町民に食育
を推進する。具体的には小中高生の学校における肥満対策
に合わせて、小児生活習慣病予防事業を計画する。

病気の早期発見

1

2



5.健康づくりの推進

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

令和 5 7 3

組織名 町民福祉

組織名

猿ヶ京地区にある公衆浴場。区に指定管理に出
している。Ｈ27年度よりAED設置しリース料を町が
負担している。

特になし

157,080 円事務事業 000021 公衆浴場いこいの湯管理事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費

基本事業 01 健康な心と体の維持・増進

施
策
体
系

施策 05 健康づくりの推進
事業実績

一般利用者数
世帯会員数

課 障害・福祉 係
令和　３年度 令和　４年度 単位

②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

事務事業 000002 健康情報管理事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

令和 5 7 3

事業
期間

会
計

1 款 3 3068 8694 人

施
策
体
系

施策 05 健康づくりの推進
事業実績

町民の保健情報を管理するシステムの機器保守
及び使用料(GCCにシステム業務委託）

がん検診事業の標準化を踏まえ大腸がん、
乳がん、子宮頸がんの記録システムの改修を
行った。

事業費 2,163,700 円

課

②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策
基本事業 01 健康な心と体の維持・増進 端末入力者数

健康推進 係
令和　４年度 単位

子育て健康

継続事業

経年劣化による施設設備の損傷がある。今後修
繕費等の負担割合の協議が必要になってくる。

特になし

項 1 目 1

件

令和 5 7 3

項 1 目 1 21,790 21,291
事業
期間

会
計

1 款 4

マイナンバー連携に基づく検診記録システムの改
修が必要である。

令和６年度の健康情報システムの入替を踏ま
え、現行システムの検証が必要である。

令和　３年度

継続事業

施
策
体
系

施策 05 健康づくりの推進
事業実績

食生活改善推進員を養成・育成し、栄養・食生活
の改善の普及啓発に関する事業を実施する。

会員対象の研修会の開催や、健康情報に関
する資料の配付により、自己学習の機会を設
け、自主的な地域活動の取り組みを促した。

円事務事業 000003 食生活改善推進事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 100,000

基本事業 01 健康な心と体の維持・増進
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

町民対象の教室等開催数
・教室等に参加した人の人数（町民）

係組織名 子育て健康

回・人

令和 5 7 3

項 1 目 1 7・133 10・179
事業
期間

会
計

1 款 4

会員の資質向上及び自主的に活動するための支
援が必要である。また、会員数の減少及び会員
の高齢化が課題である。

研修会等、自己学習の機会を継続する。ま
た、養成講座を開催し、会員数の増加につな
げる。

令和　３年度 令和　４年度 単位
課 健康推進

継続事業

事業実績
地域における保健活動の推進役として、町より委
嘱している委員。任期３年

担当地区の見直し、広い担当地区の通知配
布になったので、活動量は減らなかった。ま
た、マタニティースクールを実施したため、妊
産婦における訪問件数が増加した。

円事務事業 000004 保健推進員会事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 1,056,285

基本事業 01 健康な心と体の維持・増進
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

訪問回数（妊産婦・乳幼児）

係組織名 子育て健康

施
策
体
系

施策 05 健康づくりの推進

回項 1 目 1 0・492  57・557
事業
期間

会
計

1 款 4

研修会の参加者を増やすため、身近か話題を取
り上げる。出生数の減少により任期中の活動量
が少ない推進員がいる。任期が長いと意見があ
る。

引き続き、行政との橋渡しとしての訪問活動
ができるよう支援していく。

令和　３年度 令和　４年度 単位
課 健康推進

継続事業



5.健康づくりの推進

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

令和 5 7 3

事業実績
定期対象者に関しては積極的勧奨をし、接種費
用の一部助成を行う。定期の年齢を逃した人、接
種希望のある人に関しては任意接種とし、申請に
より接種代金の一部助成を行う。

ホームページ・広報紙やみなかみ町保健事業
予定表で周知をしている。対象者名を予診票
に印字して配布している。

円事務事業 000015 肺炎球菌予防接種費用助成事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 1,499,511

基本事業 01 健康な心と体の維持・増進
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

接種者数（定期・任意）

係組織名 子育て健康

施
策
体
系

施策 05 健康づくりの推進

人

令和 5 7 3

項 1 目 2 249・6 243・7
事業
期間

会
計

1 款 4

定期対象となるのは生涯1回のみであったが、接
種率の低迷により5年間事業が延長された。対象
者以外が定期接種用予診票を使用し接種する間
違いがある。

接種希望者への接種費用の助成を継続す
る。定期接種対象者名を印字して配布する。

令和　３年度 令和　４年度 単位
課 健康推進

継続事業

事業実績
65歳以上の高齢者等の定期インフルエンザﾞ予防
接種にかかる費用を助成する。

ホームページ・広報紙やみなかみ町保健事業
予定表で周知をしている。受診の機会に接種
を受けられるよう予診票を医療機関に配布し
ている。

円事務事業 000016 高齢者インフルエンザ予防接種費用助成事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 15,629,200

基本事業 01 健康な心と体の維持・増進
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

接種者数・接種率（10/1：65歳以上人
口）

係

施
策
体
系

施策 05 健康づくりの推進

組織名 子育て健康

人・％

令和 5 7 3

項 1 目 2 4,295・55.5  4,380・56.5
事業
期間

会
計

1 款 4

助成制度があることを周知する。
希望者が接種機会を得られるよう配慮する。
同意欄や代筆者名の記入における間違いがあ
る。

接種希望者への接種費用の助成を継続す
る。

令和　３年度 令和　４年度 単位
課 健康推進

継続事業

事業実績生後6か月から中学3年生及び、重症化予防とし
て60歳未満の指定された疾病を持ち、身体障害
者手帳1級を保有している人、妊婦を対象として
接種費用の一部助成を行う。

・該当者に接種案内を配布し、接種勧奨と接種料金
の助成金申請の周知をした。ワクチンの入荷状況に
応じて接種期間と申請期間を延長した。 
・様式や助成方法について利根沼田管内で検討し
予診票の統一及び医療機関からの請求により委託
料として支払うよう調整した。

円事務事業 000017 インフルエンザ予防接種費補助事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 1,704,000

基本事業 01 健康な心と体の維持・増進
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

接種者数（中学生以下・重症化予防）
中学生以下接種率

係組織名 子育て健康

施
策
体
系

施策 05 健康づくりの推進

人・％

令和 5 7 3

項 1 目 2
523人・

34.8％、27
人・31％

247人・
16.9％、18
人・21％

事業
期間

会
計

1 款 4

新型コロナウイルス感染症と同時流行の恐れが
あり、鑑別診断が難しいため、インフルエンザの
流行を抑制する必要がある。また、利根沼田の市
町村で様式や支払いに関して同じ方式で調整し
ていく。

行政措置予防接種委託契約の中にインフル
エンザ予防接種（小児・重症化予防）を加え
る。

令和　３年度 令和　４年度 単位
課 健康推進

継続事業

事業実績妊娠の風疹罹患による先天性風疹症候群を予防
するため、妊娠の可能性のある女性とパートナー
に対し、予防接種費用の一部を助成する。

ホームページ・広報紙やみなかみ町保健事業
予定表で周知をしている。風しん抗体価の低
い妊婦への接種勧奨を行う。

円事務事業 000023 風しん予防接種費用助成事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 60,000

基本事業 01 健康な心と体の維持・増進
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

接種者数

係組織名 子育て健康

施
策
体
系

施策 05 健康づくりの推進

人項 1 目 2 24 12
事業
期間

会
計

1 款 4

未婚女性は、助成制度を知らない場合があるの
で周知が必要である。

接種希望者への接種費用の助成を継続す
る。

令和　３年度 令和　４年度 単位
課 健康推進

継続事業



5.健康づくりの推進

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

健康づくりの推進

施
策
体
系

施策 05

令和 5 7 3

事業実績
食育の推進により、食に関する知識と食を選択す
る力を身につけ、健全な食生活を実践できる事を
目的とする。またみなかみ町食育推進計画を関
係機関や団体等と連携し推進する。

第3次食育推進計画を策定し、目標値等見直
しをした。 
策定のため、アンケート調査等を実施し、現
状にそった目標や目標値等になった。

円事務事業 000006 食育推進事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 1,691,681

基本事業 01 健康な心と体の維持・増進
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

教室等回数・参加人数（延）

係組織名 子育て健康

施
策
体
系

施策 05

回・人項 1 目 2 12・462 11・545
事業
期間

会
計

1 款 4

食育推進計画の目標値に向けて事業を実施して
いるが、目標値の達成が難しいものがあるため見
直しが必要である。

第3次食育推進計画を周知し、町内の関係機
関と連携をとり、目標達成できるように、食育
を推進していく。また、食育推進検討委員会
や検討部会を開催し、関係機関との連携体制
や評価体制を整える。

令和　３年度 令和　４年度 単位
課 健康推進

継続事業

令和 5 7 3

健康づくりの推進
事業実績

厚生労働省による「がん予防重点教育及びがん検診実
施のための指針」及び各検診マニュアルに基づき実施す
る。
胃がん検診(個別：胃カメラ、集団：胃バリウム)
大腸がん健診(個別：郵送検診、集団)
結核・肺がん検診(集団)
子宮頸がん検診(個別、集団)
乳がん検診(個別、集団)
前立腺がん検診(個別)

・胃内視鏡検査申請者のうち、未受診者に対
しハガキにより受診勧奨を行った。 
・大腸がん検診・乳がん検診・子宮がん検診
の精密検査未受診者に対し、通知及び電話
にて受診勧奨を行った。

円事務事業 000005 がん検診事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 24,133,457

基本事業 02 病気の早期発見
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

胃がん健診受診者数(集団・個別)、胃
がん検診受診率(50歳〜69歳)

係組織名 子育て健康

人、％項 1 目 2
681・167、男
7.8、女10.1

634・183、男
8.8、女11.0

事業
期間

会
計

1 款 4

・受診率が低いため広報等をナッジ理論を活用し
た受診勧奨が必要である。 
・がん検診の精度管理を高めるため、精密検査
の未受診者に対し受診勧奨を行う。

胃内視鏡胃検診の申請方法を窓口申請以外
の受付を検討し、受診しやすい環境を整え
る。

令和　３年度 令和　４年度 単位
課 健康推進

継続事業

令和 5 7 3

施
策
体
系

施策 05 健康づくりの推進
事業実績

厚労省による「健康増進法」に基づき実施する。
若年者健診（任意事業）
生活保護者健診
歯周疾患検診
骨粗鬆症検診
肝炎ウイルス検診
腎機能検査

若年者健診希望者のうち、未受診者に対して
受診勧奨を行う。

円事務事業 000004 健康増進事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 9,212,860

基本事業 02 病気の早期発見
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

若年者健診受診者数（集団・個別）、
受診率

係組織名 子育て健康

人・
％

項 1 目 2 21・28、7.1 26・37、9.24
事業
期間

会
計

1 款 4

若年者健診の受診率が低い。
歯周疾患検診の受診率が低い。

若年者健診は、未受診者に対する受診勧奨
を継続実施する。 
歯周疾患検診は、受診行動につながるリーフ
レットを案内通知に同封する。

令和　３年度 令和　４年度 単位
課 健康推進

継続事業

令和 5 7 3

施
策
体
系

施策 05 健康づくりの推進
事業実績

メタボリックシンドロームや生活習慣病の予防を
目的に実施する。
【実施事業】
みな女クラブ  おとなの運動教室  健康づくり教室
骨粗鬆症予防教室  男性のための料理教室
健康づくりポイント推進事業

運動教室等の集団指導を始め、健康づくり教
室では、個別指導も取り入れた。また、健康
づくりポイントの活用を進めるため、説明会を
実施し、登録者数の増加を図った。

円事務事業 000007 健康教室事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 394,237

基本事業 01 健康な心と体の維持・増進
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

教室開催数・参加人数（延）

係組織名 子育て健康

回・人項 1 目 2 22・201 33・352
事業
期間

会
計

1 款 4

当町におけるメタボリックシンドローム該当者・予
備軍の割合は、上昇が続いている。また、全ての
年代で男性が女性を上回っている。

メタボリックシンドロームや生活習慣病を予
防・改善するため、効果的な事業を検討・実
施していく。また、みなかみ町健康増進計画
の施策に沿って、他課と連携を取りつつ、体
系的に事業を実施する。

令和　３年度 令和　４年度 単位
課 健康推進

継続事業



5.健康づくりの推進

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

令和 5 7 3

施
策
体
系

施策 05 健康づくりの推進
事業実績

・健康手帳の交付
・健康増進法に基づく健康相談及び家庭訪問

特定健診に合わせ健康相談を実施した。 
家庭訪問は新型コロナウイルス感染症の流
行もあり、あまり実施できなかった。 
精神保健相談において臨床心理士による相
談を行うことができた。

円事務事業 000009 健康相談事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 506,575

基本事業 01 健康な心と体の維持・増進
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

健康相談数・家庭訪問延べ回数

係組織名 子育て健康

人・回項 1 目 2 215・15 276・6
事業
期間

会
計

1 款 4

・健康相談の機会を増加させる。
・タイムリーな相談を行うため、専門職等の雇い
上げが必要である。

新型コロナウイルス感染症等の流行状況を
みながら、必要に応じて健康相談及び家庭訪
問を実施する。

令和　３年度 令和　４年度 単位
課 健康推進

継続事業

令和 5 7 3

施
策
体
系

施策 05 健康づくりの推進
事業実績

保健福祉センターの維持管理
指定管理基本協定に基づき年度協定を締結
し、施設管理を実施した。

円事務事業 000012 保健福祉センター等維持管理事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 5,011,000

基本事業 01 健康な心と体の維持・増進
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

月平均使用日数（会議室３会場・検診
室・栄養学習室及び実習室）

係組織名 子育て健康

日項 1 目 4 10・4・4 11.3・4・6
事業
期間

会
計

1 款 4

指定管理について指定事業者との協議が必要で
ある。

燃料費等の高騰を踏まえ年度協定の内容を
検討した結果、当初の内容で指定管理を委
託することになる。

令和　３年度 令和　４年度 単位
課 健康推進

継続事業

令和 5 7 3

施
策
体
系

施策 05 健康づくりの推進
事業実績

平成１３年度に新築したが、施設及び設備の劣
化・破損・故障等が多数みられる。他地区施設を
廃止し保健センター機能を本施設に集中して使
用するために、改修計画をたて修繕工事等を行
い施設の長寿命化を図る。

老朽化により損傷した床張替、車寄せ屋根改
修等及び洗面台等衛生器具更新を実施し
た。また省エネを図るため２階会議室の照明
器具のＬＥＤ化工事を実施した。

円事務事業 000026 保健福祉センター長寿命化事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 22,781,000

基本事業 01 健康な心と体の維持・増進
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

修繕・工事契約件数

係組織名 子育て健康

件

令和 5 7 3

項 1 目 4 2 3
事業
期間

会
計

1 款 4

施工から１９年経過し劣化・破損・故障等が多数
みられるが、修繕の必要性が明確でないため実
施設計が必要である。

開設時に設置した空調設備について、部品調
達ができず停止している系統がある。今後、
部品の在庫がさらに減少し修繕が不能となる
ことから、空調設備の早急な交換が必要であ
る。

令和　３年度 令和　４年度 単位
課 健康推進

継続事業

施
策
体
系

施策 05 健康づくりの推進
事業実績令和４年９月１６日付予防接種法施行規則及び予

防接種実施規則の一部改正並び厚生労働大臣
指示に基づく、新型コロナウイルスワクチン接種
を円滑に実施するための体制を確保する。

希望者が期間内に接種を終えるために医師
会及び管内市町村と打ち合わせを行い、集団
接種の実施が必要となった。

円事務事業 000027 新型コロナウイルスワクチン接種事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 123,992,558

基本事業 01 健康な心と体の維持・増進
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

接種者数、接種率＜R3:1回目/2回目
/3回目(R4.3.31)　R4：オミクロン株
(R5.3.28)＞

係組織名 子育て健康

人、％項 1 目 2

15,562･
87.16/15,462･
86.60/10,833･

60.67

9,570、66.6
事業
期間

会
計

1 款 4

オミクロン株対応ワクチン接種の対象者は初回接
種が終了した１２歳以上の町民であり、接種間隔
が短縮され場合は希望者が医療機関の接種能
力を超える事が想定される。

希望する住民が安全に接種できる体制を構
築し、予防接種を実施する。

令和　３年度 令和　４年度 単位
課 ワクチン接種対策

期間限定事業



5.健康づくりの推進

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

継続事業
会
計

2 款 6 項 2 目 1 373 383 件

事務事業 000002 人間ドック等検診費助成事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 9,924,360 円

被保険者に対して、人間ドック受診費用の３分の
２（上限30,000円、脳ドックも受けた場合は50,000
円）を助成する。

特になし施
策
体
系

施策 05 健康づくりの推進
事業実績

支給（助成）件数基本事業 02 病気の早期発見
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

組織名 町民福祉 課 医療 係

課題なし 特になし
令和　３年度 令和　４年度 単位

事業
期間

継続事業
会
計

2 款 6 項 2 目 1 19 19 回

令和 5 7 3

事務事業 000001 健康づくり事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 965,718 円

長期的な医療費削減を目的として行っている健
康教室・料理教室・健康相談事業。（国保特別会
計分）

特になし施
策
体
系

施策 05 健康づくりの推進
事業実績

教室等実施回数基本事業 01 健康な心と体の維持・増進
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

組織名 町民福祉 課 医療 係

課題なし
実施主体である子育て健康課と連携をとり、
事業を継続する

令和　３年度 令和　４年度 単位

事業
期間

事業
期間

継続事業
会
計

2 款 6 項 1 目 1 203・61 161・63 人

令和 5 7 3

事務事業 000001 特定健康診査事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 19,164,267 円

メタボリックシンドロームに着目した健康診査と保
健指導事業。４０歳から７４歳までの国保加入者
が対象。平成２０年度から各医療保険者に実施
が義務付けられた。集団及び個別健診方式。

ＡＩによる勧奨通知を発送し、受診率向上に向
け取り組んでいる。施

策
体
系

施策 05 健康づくりの推進
事業実績

特定保健指導対象者数・特定保健指
導実施者数

基本事業 02 病気の早期発見
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

組織名 町民福祉 課 医療 係

健診受診率及び保健指導実施率向上。受診勧奨
の実施。

引き続き特定健診未受診者対策事業を行
い、受診率の向上を目指す。また、保健指導
についても実施率の向上を目指す。

令和　３年度 令和　４年度 単位

令和 5 7 3

令和 5 7 3

施
策
体
系

施策 05 健康づくりの推進
事業実績

町が所有する源泉を利用した共同浴場であり、地
域住民が管理運営を行っている。当該施設用地
は借地であるため、町が土地所有者と契約を締
結し、土地賃貸借料を支出している。

特になし。

円事務事業 000022 漣温泉のぞみの湯管理支援事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 152,200

基本事業 01 健康な心と体の維持・増進
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

点検回数

係組織名 観光商工

回項 1 目 17 1 1
事業
期間

会
計

1 款 2

特になし。 特になし。
令和　３年度 令和　４年度 単位

課 商工振興

継続事業



5.健康づくりの推進

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

継続事業
会
計

3 款 4 項 1 目 1 994 1039 人

事務事業 000003 健康診査事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 12,380,003 円

後期高齢者健診の実施。フレイル予防等に関す
る健康教室の実施。高齢者の保健事業と介護予
防の一体的実施事業の実施。人間ドック検診費
助成事業の実施。

特になし施
策
体
系

施策 05 健康づくりの推進
事業実績

健診受診者数基本事業 02 病気の早期発見
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

組織名 町民福祉 課 医療 係

健診受診率の向上。 特になし
令和　３年度 令和　４年度 単位

事業
期間

令和 5 7 3


